
2015年（平成27年）６月号特集3 かごしま市民のひろば

換気扇や空調設備を止め、
ドアや窓を閉めましょう

ペットは屋内に入れま
しょう

テレビやラジオなどから、正
確な情報を入手しましょう

窓際を避け、屋
内の中央に留ま
りましょう

食品には全てフタやラップ
をしましょう

直ちに帰宅できな
いときは、最寄り
の公共施設などに
入りましょう

外から帰ってきたら手
や顔を洗い、うがいを
して、衣服を着替えま
しょう。着替えた衣類
はビニール袋などに保
管し、他の衣類と区別
します

市
民
と

　
　

    

と
も
に

■
ホ
タ
ル
観
賞

　
恵
み
の
雨
を
受
け
、
木
々
の
緑
も
次
第
に
濃
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
清
水
の
流
れ
る
水
辺
で
は
、
初
夏
の
風
物
詩
と
し

て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
が
美
し

い
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
、
小
川
で
ホ
タ
ル
を
追
い
か

け
、
野
山
を
駆
け
回
る
な
ど
、
自
然
を
相
手

に
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
随
分
ま
ち
の
風
景
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
市
内
各
地
に
は
ま
だ
ま
だ
豊
か

な
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
ふ

れ
て
い
た
だ
き
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
２
月
、「
か
ご
し
ま
自
然
百
選
」を
選
定
し

ま
し
た
。
そ
の
百
選
に
は
、
桜
島
や
錦
江
湾
な
ど
の
景
観
ス

ポ
ッ
ト
は
も
と
よ
り
、
か
ご
し
ま
健
康
の
森
自
然
観
察
園
や

谷
山
地
域
の
谷た

に
あ
い合

水
源
地
な
ど
、
ホ
タ
ル
の
生
息
地
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豊
か
な
自

然
を
将
来
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
観
賞
は
今
月
上
旬
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

身
近
な
自
然
の
中
で
、
ひ
と
と
き
、
淡
い
光
の
織
り
な
す
幻

想
的
な
世
界
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
安
心
安
全
な
ま
ち「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
目
指
し
て

　
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
ご
存
じ
で
す
か
。
私
は
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
住
む
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
17
年
に「
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、犯
罪・事
故・自
然
災
害
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、

住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
安
全
な
地
域

社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
活
火
山
・
桜
島
と
共
生
す
る
と
と
も
に
、

台
風
も
接
近
す
る
地
域
で
す
。
私
は
、
毎
年
、
梅
雨
時
期
や

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
火
山
災
害
に
備
え
た
砂
防
工
事
現

場
や
急
傾
斜
地
な
ど
の
災
害
危
険
箇
所
の
点
検
を
行
う
な

ど
、
防
災
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

が
推
進
す
る
、
世
界
基
準
の
安
心
安
全
都
市
と
な
る「
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
今
年
度
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
特
集
で
、
交
通
安
全
や
防
災
・

災
害
対
策
な
ど
７
つ
の
分
野
へ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
最
優
先
に
、
鹿
児

島
な
ら
で
は
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
さ
ら
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

桜 島 噴 火

原子力災害

　桜島は鹿児島のシンボルであり、世界有数の活火山です。今年はすでに昨年の450回を超える爆発
的噴火があり、活発な火山活動が続いています。大正３年の大噴火では多大な被害が発生しました
が、今後、そのような大噴火が起こる可能性もありますので、火山の特性をよく知り、日頃から火
山災害に備えておくことが大切です。

　原子力災害が発生したときは、外出中の人は自宅などへ帰るか、最寄りの公共施設などへ「屋内退
避」しましょう。（屋内退避…自宅などの建物の中に入り、放射線からの防護を図ること）

噴火警戒レベルと防災対応

桜島火山噴火に関する情報は…

まずは正しい情報を集める

克灰への取り組み

• テレビやラジオ、防災行政無線、緊急速報メール、
広報車両などから、正確な情報を入手しましょう

◇家庭や地域で克灰を
•各家庭の宅地内降灰は克灰袋に入れ、最寄りの宅地内降灰指定置場に出しましょう
•克灰袋がないときは破れないよう、レジ袋を２枚重ねて出すこともできます
• 家庭や地域で克灰袋が必要なときには、環境衛生課か各支所、各
地域福祉館、各市民サービスステーションに備えてあります

【サンサンコールかごしま 099-808-3333】
◇事業所降灰の収集がはじまりました！
•道路上の降灰指定置場を利用するときは、必ず町内会長の了承を得てください
•敷地内に降灰指定置場を設置することができます。詳しくは産業支援課まで
•克灰袋は産業支援課か各支所で提供しています

【産業支援課 216-1322】
◇克灰に関する制度

内　容 問い合わせ先
私道の降灰除去の申請（原則、幅員４ｍ以上の通り抜け可能な道路）道路維持課216-1410
町内会への補助（降灰除去機購入） 地域振興課216-1214
商店街への補助（降灰除去機購入、アーケードの降灰除去） 産業支援課216-1322

レベル 火山活動の状況 防災対応
５

（避難）
居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発
生、あるいは切迫している状態にある

危険な居住地域からの避難など
が必要

４
（避難準備）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生
すると予想される（可能性が高まっている）

警戒が必要な居住地域での避難
の準備、避難行動要支援者の避難
などが必要

３
（入山規制）

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす噴
火が発生、あるいは発生すると予想される

登山禁止や入山規制など。住民は
通常の生活。状況に応じて避難行
動要支援者の避難準備など

２
（火口周辺規制）

火口周辺に影響を及ぼす噴火が発生、ある
いは発生すると予想される

火口周辺への立入規制など。住民
は通常の生活

１
（活火山であることに留意　）火山活動は静穏。火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出などが見られる

状況に応じて火口内への立入規
制など

過去の記録から、大噴火の前にはいくつもの前兆が
見られます。下記のような現象に気付いたら、危機
管理課216-1213または消防局代表222-0119へご連絡
ください

見逃すな！大噴火の前兆現象

原子力防災訓練の様子

スクリーニング訓練避難訓練

①地震が一日に何
度も発生する

②地鳴りがする ③井戸水、温泉の水位
や温度がいつもと違う

みんなで進めるセーフコミュニティ

桜島降灰速報（南日本新聞社）

桜島噴火情報（NHK鹿児島放送局）

降灰予報の発表状況（気象庁）

桜島の噴火後約5～10分で、降灰に関する参考情報
をメールで受信できます
http://373news.com/_sakurajima/sakurajima_
mail/

パソコンや携帯、地上デジタル放送（データ放送）で
桜島の噴火情報を確認できます
http://www.nhk.or.jp/kagoshima/

降灰量分布や小さな噴石の落下範囲を予測する量的降灰予報を確
認できます
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/kouhai/
jishin/ashfall.html

※現在、桜島の噴火警戒レベルは３です

屋内退避の指示が出たら


